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令和３年９月美馬市議会定例会議事日程（第３号）

令和３年１０月１日（金）午前１０時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名について

日程第 ２ 議案第５８号 美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例

の制定について

議案第５９号 美馬市行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情

報の提供に関する条例の一部改正について

議案第６０号 美馬市手数料条例の一部改正について

議案第６１号 令和３年度美馬市一般会計補正予算（第５号）

議案第６２号 令和３年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第６３号 令和２年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳

出決算認定について

議案第６４号 令和２年度美馬市公営企業会計決算認定について

議案第６５号 美馬市過疎地域持続的発展計画の策定について

議案第７０号 令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）

日程第 ３ 発議第 ７号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を

求める意見書について

日程第 ４ 閉会中の継続調査について
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令和３年９月美馬市議会定例会会議録（第３号）

◎ 招集年月日 令和３年１０月１日

◎ 招集場所 美馬市議会議場

◎ 開 会 午前１０時００分

◎ 出席議員

１番 田中みさき ２番 立道 美孝 ３番 藤野 克彦

４番 都築 正文 ５番 田中 義美 ６番 中川 重文

７番 林 茂 ８番 武田 喜善 ９番 郷司千亜紀

１０番 井川 英秋 １１番 西村 昌義 １２番 久保田哲生

１３番 片岡 栄一 １４番 原 政義 １５番 川西 仁

１６番 谷 明美 １７番 前田 良平 １８番 武田 保幸

◎ 欠席議員

なし

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名

市長 藤田 元治

副市長 加美 一成

副市長 長江 哲

企画総務部長 吉田 正孝

保険福祉部長 住友 礼子

市民環境部長 伊内 公一

経済部長 藤田 伸次

建設部長 河野 功

美来創生局長 篠原 孝志

水道部長 西野 佳久

消防長 武田 浩二

保険福祉部理事 藤本 卓志

会計管理者 山田富久治

企画総務部秘書人事課長 渡邊 晴樹

企画総務部企画財政課長 小倉 進

代表監査委員 喜多 輝光

教育長 村岡 直美

副教育長 大泉 勝嗣
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◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤村 孝志

議会事務局次長 大島 康作

議会事務局次長補佐 宮内 聡美

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

１番 田中みさき 議員

２番 立道 美孝 議員

３番 藤野 克彦 議員
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開議 午前１０時００分

◎議長（林 茂議員）

ただいまの出席議員数は１８名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりでございます。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、１番 田中みさき君、２番 立道美孝君、３番 藤野克彦君を指名いたしま

す。

次に、日程第２、議案第５８号、美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関す

る条例の制定についてから議案第６５号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定について

まで及び議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）の９件を一括し、

議題といたします。

この件につきましては、所管の常任委員会及び決算審査特別委員会に付託しておりまし

たので、各委員長の報告を求めます。

開催順にお願いをいたします。

初めに、産業常任委員会委員長、都築正文君。

◎４番（都築正文議員）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

おはようございます。

議長のご指名がございましたので、産業常任委員会の審査結果につきまして、ご報告を

申し上げます。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第６１号、令和３年度美馬市一般

会計補正予算（第５号）のうち所管分及び議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正

予算（第６号）のうち所管分の予算案件２件について審査のため、去る９月２１日に委員

会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案の審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました

結果、原案のとおり可決するものと決定いたしました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第６１号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第５号）のうち所管分中、

観光費では、委員から、「観光プロモーションプロジェクト推進事業補助金について、事

業費の内訳と作品の中身については」との質疑がありました。理事者からは、「事業費の

総額は、スタッフ・出演者の人件費、ロケで使用する備品等あらゆる映像制作に関する費

用として約１億円が想定されている。そのうち本市は６,０００万円を負担する予定であ
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り、企業版ふるさと納税により資金を集め、一般社団法人美馬観光ビューローを通じて映

像制作会社に支払うこととなっている。６,０００万円の内訳については、現段階では詳

細が決まっておらず、残り４,０００万円については映像制作委員会が調達をすることに

なっている。また、今回の作品は、元々は食と家族愛に対する漫画が原作であり、それを

実写版としてドラマ化をするものである」との答弁がありました。

更に、委員からの「この企画は誰からの提案で、企業版ふるさと納税を集めることがで

きなければ一般財源から繰り出しを行うのか」との質疑に対し、理事者からは、「今回の

企画自体は、株式会社Ｚｉｐａｎｇ（ジパング）という映像関連会社のお声がけをいただ

いたのが始まりであるが、その背景には、これまでサテライト企業誘致の関係で都市部の

企業と交流を続けており、その企業の方から株式会社Ｚｉｐａｎｇ（ジパング）へのロケ

候補地として美馬市を紹介していただいた経過がある。また、ロケ誘致に向けて全力を挙

げて取り組むが、万が一寄附金が集まらず、最終的にロケができないという判断になった

場合には、いずれかの段階で中止をすることになる。コロナ禍で痛んでいる観光関連事業

者に元気になってもらうことを目的に行う事業なので、一般社団法人美馬観光ビューロー

と足並みをそろえて、汗をかいていきたい」との答弁がありました。

次に、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）のうち所管分中、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生事業費では、委員から、「今回の企業応援給付金

（第３号）とこれまでの第１号、第２号は同じような中身か」との質疑がありました。理

事者からは、「今回の第３号は、本年７月１日時点で市内で事業活動を行う法人や個人事

業主を対象としており、本年１月から９月の間に連続する３か月の売上高が前年度又は

前々年の同期比２０％以上減少するなどの要件を満たす事業者に１０万円を給付するもの

である。これまでに給付を行った第１号は、融資を受けた借入れに係る給付であり、第２

号は基準時期は異なるが、今回の第３号と同様に売上高が２０％以上減少した事業者に上

限２０万円とした給付を行った」との答弁がありました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、産業常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（林 茂議員）

次に、福祉文教常任委員会委員長、郷司千亜紀君。

◎９番（郷司千亜紀議員）

はい、９番。

◎議長（林 茂議員）

はい、郷司千亜紀君。

［９番 郷司千亜紀議員 登壇］

◎９番（郷司千亜紀議員）

議長のご指名がございましたので、福祉文教常任委員会の審査結果につきまして、ご報

告を申し上げます。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第６１号、令和３年度美馬市一般
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会計補正予算（第５号）のうち所管分、議案第６２号、令和３年度美馬市介護保険特別会

計補正予算（第１号）及び議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）

のうち所管分の予算案件３件について審査のため、去る９月２２日に委員会を開催をいた

しました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案の審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重に審査をいたしました

結果、原案のとおり可決すべきものと決しました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

まず、議案第６１号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第５号）のうち所管分中、

総務費について、委員から、「新型コロナウイルスワクチン接種に対し、資材や人材など

の提供により円滑な接種にご協力をいただいている市内の２３医療機関に協力金を支出す

るとのことだが、その詳細は」との質疑がありました。理事者からは、「ワクチンを冷凍

保管する専用の冷凍庫を置き、接種していただいている１医療機関、専用の冷凍庫を置か

ずに接種のみを行っていただいている２１医療機関及び自院での接種は行っていないが、

市が運営する集団接種に医師を派遣し、接種をしていただいていた１医療機関に対し、協

力金を支出するものである。また、自院での接種に加え、市が運営する集団接種にご協力

いただいた医療機関や日曜日など診療時間外に接種を行っていただいた医療機関などには

上乗せし、支出するということにしている」との答弁がございました。

続いて、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）のうち所管分中、

学校給食センター整備・運営事業に係る債務負担行為補正について、委員から、「現在の

学校給食の食数と今後の食数の見通しは。また、それを踏まえ、設備等の導入については

どのように考えているのか」との質疑がございました。理事者からは、「令和３年度現在

の給食数は、児童生徒数、園児数、職員数合わせて２,０９３食で、令和２０年度の想定

する食数は１,０１６食に減少すると見込んでいる。その上で、電気、ガスなどの光熱水

費の削減が可能な限り図られるよう省エネルギー設備を導入すること。また、今後、食数

が減っていく中でも対応できる設備や器具を要求水準書で公表していく予定である」との

答弁がございました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、福祉文教常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（林 茂議員）

次に、総務常任委員会委員長、武田喜善君。

◎８番（武田喜善議員）

８番、武田。

◎議長（林 茂議員）

はい、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）
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ご指名がございましたので、総務常任委員会の審査結果をご報告いたします。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第５８号、美馬市過疎地域におけ

る固定資産税の課税免除に関する条例の制定について、議案第５９号、美馬市行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について、及び議案第６０号、美馬市手数

料条例の一部改正についての条例案件３件、議案第６１号、令和３年度美馬市一般会計補

正予算（第５号）のうち所管分及び議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算

（第６号）のうち所管分の予算案件２件、議案第６５号、美馬市過疎地域持続的発展計画

の策定についてのその他案件１件、以上６議案について、審査のため、去る９月２４日に

委員会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含め６名であります。

付託されました議案審査に当たり、詳細なる説明を求め、慎重なる審査の結果、原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

また、当委員会に送付されておりました陳情書等につきましては、後ほど議題となった

際にご報告させていただきます。

それでは、質疑の内容について、その一部をご報告いたします。

まず、議案第５８号、美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制

定についてでは、委員から、「事業所への制度の周知方法は」との質疑がありました。理

事者からは、「ホームページ、広報紙を通じてお知らせをすることにしているが、更に、

できるだけ多くの事業所に周知できるように、具体的な方法を考えていきたい」との答弁

がありました。

続いて、議案第６１号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第５号）のうち所管分中、

委員から、「穴吹・木屋平間路線バス事業に代わる自家用有償旅客運送事業での地域おこ

し協力隊の任務と現時点での応募状況は」との質疑がありました。理事者からは、「当初

は地元からの人材確保を目指していたが難航し、時間的な制約もあるので、地域おこし協

力隊を募集することになった。任務は、運転業務、運行管理、運行団体の組織運営に携わ

っていただく。現時点での応募状況は県外から３名である」との答弁がありました。

また、委員から、「新たな公共交通の具体的な運行内容は」との質疑がありました。理

事者からは、「事前登録による予約制により、乗合方式で行う予定で、週の運行日数、１

日の便数及び利用料金は現在検討中である。運行ルートについては、市役所、穴吹駅、量

販店、病院、金融機関等を考えている」との答弁がありました。

次に、委員から、「穴吹防災交流センターでの地域住民の利用をどういった形で進めて

いくのか」との質疑がありました。理事者からは、「災害時は消防団の詰所として利用す

るが、平常時は穴吹小学校区の自治会や自主防災会の方々の利用を想定しており、防災研

修や防災訓練を実施したり、地域住民の交流の場としても活用いただきたいと考えてい

る」との答弁がございました。

続いて、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）のうち所管分中、

委員から、「循環型屋外シャワーキットとポータブル手洗いスタンドについて、避難所数
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を考えると１台では足りないのでは」との質疑がありました。理事者からは、「開発した

事業者によると、保有している自治体間で融通し合う仕組みを検討しているとのことであ

る。全国規模の災害で、応援が期待できない場合は、各避難所を持ち回って使用すること

を想定している」との答弁がありました。

また、当委員会は調査未了の事件について、閉会中の継続調査を決定し、議長まで申出

書を提出いたしました。

以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。

◎議長（林 茂議員）

次に、決算審査特別委員会委員長、久保田哲生君。

◎１２番（久保田哲生議員）

１２番、久保田。

◎議長（林 茂議員）

はい、久保田哲生君。

［１２番 久保田哲生議員 登壇］

◎１２番（久保田哲生議員）

議長の指名がございましたので、決算審査特別委員会の審査結果につきまして、ご報告

を申し上げます。

本委員会は、今期定例会において付託されました議案第６３号、令和２年度美馬市一般

会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出決算認定について、及び議案第６４号、令和２年

度美馬市公営企業会計決算認定についての２議案について審査のため、去る９月２７日に

委員会を開催いたしました。

出席の委員は、私を含めて９名であります。

付託されました議案の審査に当たり、関係部署より詳細なる説明を求め、慎重に審査を

いたしました結果、原案のとおり認定するべきものと決しました。

それでは、質疑の内容について、その一部を報告いたします。

一般会計の歳入では、委員から、「市税収入に関して、新型コロナウイルス感染症の影

響はなかったのか。また、収入未済件数が現年分８３２件、滞納分が１,６３０件とあり

ますが、その内訳は」との質疑がありました。理事者からは、「新型コロナウイルス感染

症の影響により収入が減少した場合、１年間徴収猶予される特例措置がある。これにより、

徴収猶予された市税は合計で１,０５５万円ある。また、収入未済件数の内訳は、現年分

については個人市民税が２０３件、法人市民税が８件、固定資産税が３５６件、軽自動車

税が２６４件、たばこ税が１件であり、滞納分については個人市民税が２５４件、法人市

民税が１３件、固定資産税が６３５件、軽自動車税が７２８件である」との答弁がありま

した。

また、「不納欠損を増やさないための取組は」との質疑がありました。理事者からは、

「不納欠損を増やさないためには新たな滞納者をつくらない取組が必要である。また、滞

納処分を含め、早い段階での対応に努めてまりたい」との答弁がありました。

次に、寄附金について、「ふるさと納税、企業版ふるさと納税の状況はどうなっている
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のか。また、企業版ふるさと納税を推進するに当たり、ＰＲ等どのような取組を行ってい

るのか」との質疑がありました。理事者からは、「ふるさと納税については平成３０年度

が４５７件で１,１４３万５,０００円、令和元年度が３８９件で１,０６７万４,０００円、

令和２年度が１,０９３件で１,８８６万６,０００円であり、企業版ふるさと納税につい

ては平成３０年度が３社から５６０万円、令和元年度が２社から２１０万円、令和２年度

が２社から６０万円であった。また、企業版ふるさと納税のＰＲについては、市のホーム

ページにＰＲ用チラシを掲載し、周知をしていますが、まち・ひと・しごと創生総合戦略

の事業であれば適用されることから、今後、様々な媒体を通じて周知を図り、増額に努め

てまいりたい」との答弁がありました。

次に、一般会計の歳出について、まず商工費では、委員から、「西赤谷第２工場用地造

成事業について、事業の進捗状況と全体事業費総額は」との質疑がありました。理事者か

らは、「現在、工事は完了しており、１２月中には登記等の手続を含め、全ての事業が完

了する予定である。また、全体事業費については、実施設計委託料、用地購入費、造成工

事費、登記業務費など、繰越分が４,１５６万８,０００円、現年分が１,２８１万４,００

０円である」との答弁がありました。

次に、教育費では、「小学校費・中学校費の繰越分の不用額の内容は」との質疑があり

ました。理事者からは、「ＧＩＧＡスクール環境整備事業において、入札を実施した結果、

小学校費で９,６６４万９,０００円、中学校費では６,９２２万４,０００円の不用額が発

生した。要因としては、令和元年１２月に国からＧＩＧＡスクール構想が示され、補助金

の要望に当たって時間がない中での事務処理となったことから、事業費に余裕を持たせた

積算をしたことや、入札結果によるものである。また、繰越事業であり、予算の補正がで

きないため、多額の不用額となった」との答弁がありました。

最後に、公営企業会計のうち下水道事業会計では、委員から、「公共下水道事業、農業

集落排水事業の区域内における状況は」との質疑がありました。理事者からは、「令和２

年度末現在の接続率は、公共下水道が４５.３％、農業集落排水が５８.２％である」との

答弁がありました。

以上で、決算審査特別委員会の報告を終わります。

◎議長（林 茂議員）

以上で、各常任委員会委員長及び決算審査特別委員会委員長の報告を終わりました。

これより、ただいまの各委員長報告に対する質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認め、委員長報告に対す

る質疑を終結いたします。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認め、討論を終結いたし

ます。

これより、採決をいたします。

まず、議案第５８号、美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制

定についてから議案第６０号、美馬市手数料条例の一部改正についてまでの３件を一括し、
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採決いたします。

議案第５８号から議案第６０号までの３件については、各委員長報告はいずれも原案可

決であります。

お諮りいたします。議案第５８号から議案第６０号までの３件については、各委員長報

告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第５８号から議案第６０号までの３件については、

原案のとおり可決されました。

次に、議案第６１号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第５号）及び議案第６２号、

令和３年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第１号）の２件を一括し、採決いたします。

議案第６１号及び議案第６２号の２件については、各委員長報告、いずれも原案可決で

あります。

お諮りいたします。議案第６１号及び議案第６２号の２件については、各委員長報告の

とおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６１号及び議案第６２号の２件については、原案

のとおり可決されました。

次に、議案第６３号、令和２年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出決

算認定について及び議案第６４号、令和２年度美馬市公営企業会計決算認定についての２

件を一括して採決いたします。

議案第６３号及び議案第６４号の２件については、委員長報告はいずれも原案認定であ

ります。

お諮りいたします。議案第６３号及び議案第６４号の２件については、委員長報告のと

おり認定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６３号及び議案第６４号の２件については、原案

のとおり認定することに決しました。

ただいま決算審査特別委員会に付託いたしておりました２議案について認定をいたしま

したので、決算審査特別委員会は、これをもちまして消滅といたします。大変ご苦労さま

でございました。

次に、議案第６５号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定についてを採決いたします。

議案第６５号については、委員長報告は原案可決であります。

お諮りいたします。議案第６５号については、委員長報告のとおり決することにご異議

ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
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◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第６５号については、原案のとおり可決されました。

次に、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）についてを採決い

たします。

議案第７０号については、委員長報告は原案可決であります。

お諮りいたします。議案第７０号については、委員長報告のとおり決することにご異議

ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、議案第７０号については、原案のとおり可決されました。

次に、日程第３、発議第７号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充

実を求める意見書についてを議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総務常任委員会委員長、武田喜善君。

◎８番（武田喜善議員）

８番。

◎議長（林 茂議員）

はい、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

ご指名がございましたので、提案理由の説明をさせていただきます。

ただいま上程いただきました発議第７号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方

税財源の充実を求める意見書については、美馬市議会会議規則第１４条第２項の規定に基

づき、総務常任委員会発議として提出するものです。

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政

は引き続き巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面しています。コロナ禍への対

応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、また社会保障関係経費や公共施設の老朽

化対策費など、将来に向けた財政需要に見合う財源が求められています。

そこで、地域の実情に応じた行政サービスを安定的に提供するため、地方税制の充実確

保を国会、関係行政庁に強く求めていく必要があると考え、意見書を提出するものです。

なお、詳細につきましては、意見書をごらんいただきたいと思います。

また、提出先につきましては、記載のとおりであります。

以上で、発議第７号について、提案理由の説明を終わります。

ご審議いただき、議員各位のご賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、発議第７号の趣旨説明は終わりました。

これより、質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認め、質疑を終結いたし
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ます。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認め、討論を終結いたし

ます。

これより、採決いたします。

お諮りいたします。発議第７号については、原案のとおり決することにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、発議第７号は、原案のとおり可決されました。

ただいま可決されました意見書につきましては、直ちに関係機関へ送付いたします。

次に、日程第４、閉会中の継続調査について議題といたします。

ご配付をいたしておりますとおり、閉会中の継続調査については、申出書が提出されて

おります。

お諮りいたします。継続調査については、各委員長の申出書のとおり、それぞれ閉会中

の継続調査に付することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。よって、継続調査については各委員長の申出書のとおり、それぞ

れ閉会中の継続調査に付することに決定をいたしました。

以上をもちまして、本定例会に付議されました事件全て議了いたしました。

閉会に当たり、市長よりご挨拶をいただきます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

令和３年９月美馬市議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し述べさせてい

ただきます。

議員各位におかれましては、大変お忙しい中、市政各般にわたり、終始熱心にご審議を

賜り、提案をいたしました議案につきましては、全て原案のとおりご可決をいただき、厚

くお礼を申し上げます。

ご審議を通じまして、議員各位から賜りました数々の貴重なご意見、ご提言につきまし

ては、十分に検討をいたしまして、今後の市政運営に反映させてまいります。

最初に、国政の動きについてであります。

菅首相が立候補断念を表明した自民党の総裁選挙で、先月２９日に投開票が行われ、新

しい総裁に岸田文雄氏が選出をされました。今後、新しい内閣総理大臣が任命をされ、衆
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議院議員総選挙が行われる予定であります。

こうした情勢につきましては、高い関心を持って注視をするとともに、新型コロナ対策

など、本市にとりまして大きな影響を及ぼす施策や制度改革などにつきましては、的確に

情報を収集し、迅速な対応をしてまいりたいと考えております。

次に、新型コロナウイルス感染症についてであります。

第５波による感染症の影響により、先月３０日までが期限とされておりました緊急事態

宣言、まん延防止等重点措置の対象地区は、全国的な感染状況の改善により、発令をされ

ておりました全ての都道府県において解消をされました。

また、県内においては、先月２６日に、県民に警戒を促すとくしまアラートが、５段階

の上から３番目となる感染拡大注意漸増に引下げられ、県内の飲食店への営業時間の短縮

要請も解除をされました。

市内においてもワクチン接種が進んでおりますが、市民の皆様には引き続き、気を緩め

ることなく３密の回避など、感染防止の基本対策の徹底をお願いいたします。

次に、脇町小星地区に整備を進めております学校給食センターについてであります。

幼稚園や小中学校の給食を一元的に担う学校給食センターの整備につきましては、その

整備と運営について、県内では初となるＤＢＯ事業方式（デザイン・ビルド・オペレート

方式）により実施をいたします。

この事業方式は、民間のノウハウを活用し、より効率的なサービスの実現と財政負担の

軽減を図る手法でありまして、今後、本事業を実施をする事業者を速やかに選定をし、令

和５年８月の完成に向け、安全・安心で日本一おいしい学校給食の提供ができるよう、ス

ピード感を持ってしっかりと取り組んでまいります。

結びとなりますが、日増しに秋の気配となり、朝夕、肌寒さを感じる季節となってまい

りました。議員各位におかれましては、健康には十分ご留意をして、市勢発展のためにま

すますご活躍されますようご祈念を申し上げまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。

大変ありがとうございました。

◎議長（林 茂議員）

ありがとうございました。

令和３年９月美馬市議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、去る９月７日開会以来、本日までの２５日間にわたり、終

始ご熱心に審議を賜り、全て案件を議了いただきましたこと、厚く御礼を申し上げます。

また、市長を始め、理事者各位におかれましては、審査過程において議員各位から表明

されました意見や要望を今後の市政運営に十分反映されますよう、お願いをいたすもので

ございます。なお、閉会中でも、各委員会の継続調査が予定されております。特に新型コ

ロナウイルス感染症対策につきましては、引き続き取組を願うものであります。皆様方に

は市政発展のためにますますのご活躍を賜りますようご祈念申し上げまして、閉会のご挨

拶といたします。

これをもちまして、令和３年９月美馬市議会定例会を閉会といたします。

閉会 午前１０時４１分
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